
（別紙３）

～ 2026年5月20日

（対象者数） 25 （回答者数）
13

～ 2026年5月11日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
高学年が卒業していき平均年齢が下がれば、段階を踏んでス

モールステップで成長できるようなプログラムにシフトも考

えています

2

周辺地域のイベントなどにアンテナを張って、地域交流にも

つなげていけたらと考えています

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
足に麻痺がある児童に対して職員の物理的支援や、玄関ス

ペース、廊下や必要があれば屋外などを用いて個別対応を適

宜適切に行っていきます

2

効率の良い発信方法を模索しています

試す時間も必要ですが早い段階で確立したいと思っています

3

長期休みはもちろん、一部の学校休校日や下校時間が早くて

職員に余裕が持てる日などは可能な限り外活動を実施してい

きます

また、全員で出ることが難しくてもチームを分けて散歩に出

る等子どもたちの体調・気分なども考慮していきます

平均年齢が高い為、高校卒業後を視野に入れた社会性を育む活

動や作業性の向上を意識したプログラムも行っています

利用児童たちが社会に出ても困らない為、1人1人の特性を考

慮しながら職員で話し合ってプログラムを立案しています

土曜日は開所していないが、祝日もほぼほぼ営業していたりと

月～金の週5日で考えた時の開業日は多いと思います
長期休暇の時期以外で一日預かれる祝日営業日などには登録曜

日の子どもたち以外にも行きたいと思ってもらえるようにレク

リエーションを企画しています

平日に外活動の機会が少ない

平均年齢が高く下校時間が遅い利用児童が多い為、平日では時

間が取れない、後半の送迎要員が必要で待機職員が少ない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所のつくりや建物の構造上で不便なことがある

・２階で階段でしか行けない

・相談室が一つだけで防音性が低い
開設時から持っている課題

活動報告の発信や地域イベントのお知らせ、マニュアル等の周

知などの発信力が弱い

HPでの公開は最低限だったり個別の活動報告も行っていたが

間に合っていないことが現状

2026年4月28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年5月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 リボン第3教室

○保護者評価実施期間
2026年4月28日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


